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令和３年度第２回尾張旭市国民健康保険運営協議会議事録 

 

１ 開催日時 

  令和３年１２月２４日（金） 

  開会 午後 ２時００分 

  閉会 午後 ２時４０分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 ３階 講堂１・２ 

３ 出席委員 

  被保険者を代表する委員（５名） 

    三浦 雅子、宮部 百合子、杉本 千登世、宮本 公隆、磯部 淳夫 

  保険医又は保険薬剤師を代表する委員（５名） 

   若尾 孝明、近藤 三博、花井 雅志、山﨑 雅弘、加藤 富士子 

  公益を代表する委員（４名） 

   塚本 佳子、長谷川 裕子、若杉 浩二、加藤 紘司 

   １４名 

４ 欠席委員 

  山下 昌代 

５ 傍聴者数 

  ３名 

６ 出席した事務局職員 

  健康福祉部長 竹内 元康、保険医療課長 森下 克俊、 

  保険医療課長補佐（国保年金担当）兼国保年金係長 小川 由香里、 

国保庶務係長 森下 亜希子、国保庶務係主査 梶田 弥生 

７ 議題等 

⑴  令和４年度国民健康保険事業費納付金の仮算定結果について 

⑵  子ども（未就学児）に係る国民健康保険税被保険者均等割額の減額措置

について（諮問） 

⑶  その他 
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８ 会議の要旨 

会長 定刻になりましたので、ただいまより令和３年度第２回尾張旭

市国民健康保険運営協議会を開催いたします。 

会議に入ります前に、山下 昌代委員から本日の会議を欠席さ

れる旨の連絡がございましたことを御報告いたします。 

本日の出席委員数は１４人でございます。本会規則第７条の規

定による定足数、８人に達しておりますので、ただいまより開会

します。 

なお、この会議は傍聴を認め、後日議事録を公表するといった

会議の公開を行うものでございます。委員の皆様には御了承くだ

さいますようお願い申し上げます。 

それでは開会にあたりまして、健康福祉部長より御挨拶をお願

いいたします。 

健康福祉部長 健康福祉部長の竹内でございます。 

本日は年末のお忙しい中、国民健康保険運営協議会に御出席 

いただきましてありがとうございます。 

さて、本日運営協議会の開催をお願いいたしましたのは、次第

にありますとおり、令和４年度国民健康保険事業費納付金の仮算

定結果についてと、諮問事項であります、子ども（未就学児）に

係る国民健康保険税被保険者均等割額の減額措置についてなどを

皆様に御審議いただくためでございます。 

できるだけ、短期間で効率よく進めてまいりたいと思いますが、

皆様に御意見を頂く貴重な機会でございますので、忌憚なく御発

言いただきますようお願いを申し上げます。本日はよろしくお願

いいたします。 

会長 どうもありがとうございました。 

議事に入ります前に、運営協議会規則第１３条の規定に基づき、

２人の委員を議事録署名者として指名いたします。 

議事録署名者には、若尾 孝明委員、宮部 百合子委員のお二

人にお願いいたします。 

なお、議事録については、後日事務局が作成し、署名をいただ

きますのでどうぞよろしくお願いします。 

会長 それでは、議題⑴「令和４年度国民健康保険事業費納付金の仮

算定結果について」、事務局より説明をお願いします。 

国保庶務係長 ＊＊ 事務局説明 ＊＊  

会長 ありがとうございました。 

事務局の説明に対して、御意見、御質問等はございませんか。 

今回は、事前に質問を提出いただくようにお願いしておりまし
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たが、事前に提出された質問はございませんでしたが、忌憚なく

御発言ください。 

宮本委員 所得水準というのは、尾張旭市は県内では何番目になるのでし

ょうか。 

国保庶務係長 本算定が出ましたら、県内順位などの新しいものが示されると

思いますが、１人当たりの所得金額は、尾張旭市は、仮算定の段

階で３２位、県平均より若干下になります。１番高いのは、飛島

村、田原市、低いのが瀬戸市、東栄町です。 

宮本委員 どうもありがとうございました。 

三浦委員 資料１－２の３のケース別で、何歳以上というデータがあるの

ですが、定年された方がまた国保に入り直すというのは伺ってい

るのですが、若い年代で国保に入っていられるのはどういった職

業の方が多いのでしょうか。 

国保庶務係長 基本的には自営業の方です。国保は自営業、農業、漁業の方の

保険ですけれども、段々、自営業の方の率が低くなってきまして、

最近では会社で社会保険に加入できないような非正規労働の方で

あったり、無職の方も増えてきています。 

三浦委員 ありがとうございます。農業の方も全国的に減ってきていると

聞きました。尾張旭市ではどういった職業の方々が若い世代にい

るのかと思ったのでありがとうございました。 

会長 ありがとうございました。ほかにはいかがでしょうか。なけれ

ば、自分が二つほど聞いてよろしいでしょうか。 

これから被保険者がどんどん減っていくと、高齢化に伴って後

期高齢の方に移行していくだろう、ということにも関わらず、納

付金は増え続けるのでしょうか。 

医療がかかる方々、例えば７０から７４ぐらい、後期高齢には

いたらなくて医療費をたくさん使っている方々が、７５になると

後期高齢に移行していくわけですけれども、２０２５年あたりで

団塊の世代の方々が後期高齢に移行するということになります。

それでも国保の医療費が増え続けるのでしょうか。 
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国保庶務係長 医療費を皆様がどのぐらい使われるかというところになってく

ると思います。今までお仕事をしていたけれども、お体を悪くさ

れて病気になったので、お仕事を辞めて国保に入ってくるという

方も多くおられるので、どうしても医療費を使う方が多いという

構造になっております。 

前期高齢者の方が後期に移って少なくなってこれば、医療費が

少なくなり納付金が少なくなるという見込みももちろんございま

すが、減っていくという見込みはないのかなと思っております。 

会長 ありがとうございました。 

あともう二つ。今回は基金で５％にいかないように措置をする

ということですけれども、これが令和５年度、６年度、このとお

りになるかはわかりませんけれども、基金が枯渇した場合には、

どういう手段で上昇率５％以下に抑えるか、方法があるのかどう

か、あれば教えてください。 

国保庶務係長 資料１の２の裏側にございますように、本市国保が保有してい

る基金残高が 1億８，６００万でございます。来年９，０００万、

その次の年に９，０００万円使うと６年度末にはほぼ枯渇するで

あろうと見込んでおります。 

ただ、今、標準保険料率と本市の税率の差が大きいために段階

的に上げていっていますので、これが標準保険料率に到達してし

まえば、上がったとしても医療費の増額と同じような３パーセン

トほどの増額になると思われますので、今後それほど急激に増加

することはないのではないかと見込んでおります。 

ただ、もしそういうことになった場合、一般会計から繰入れと

いう形で援助してもらうことも考えられますが、それは借金にな

ってしまいますので、返すために後々税率を上げていかなければ

ならなくなるので、なかなか難しい判断ではあると思っておりま

す。 

会長 はい、ありがとうございました。 

もう１点だけ、担当課ではないので無理にとは言いませんが、

今、尾張旭市の介護保険、介護保険料は、平均の標準で４，９２

０円でしたか、これは県内、たぶん全国的に見てもかなり低い方

だろうと思っています。全国でみれば、介護保険が７，０００円、

８，０００円というところもある中で尾張旭市は４，９２０円と

いう額になっている。このことと、今回の国保税がこれだけ、毎

年のように上げていかなければならないことは何か結びつきとい

うか、どのように考えたらいいのか、もし、何かコメントがあれ

ば聞かせてください。 
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健康福祉部長 今、会長が言われたように、本市の介護保険料は県内でも低い

方です。これは介護サービスの利用がほかに比べて少ないという

ことが、保険料への跳ね返りが少ないということだと考えており

ます。介護認定が厳しいという意見を伺うこともありますが、適

正にやっていると認識しております。ですから、介護保険料が国

保の１人当たりの保険料に連動しているということではないと考

えております。 

会長 すいません、ありがとうございました。答えにくいお話かな、

と思いますけれども、ありがとうございます。ほかに何か御質問、

御意見等あります方はおられますでしょうか。 

三浦委員 健康については色々な行政側からの働きかけがあり続けるので

すが、こういったことを踏まえて、さらに何か市民に対してアピ

ールしていかなければならないことは何でしょうか。 

健康福祉部長 アピールといいますか、本市においては健康づくり、これは近

隣市町と比べてもかなり力を入れています。三浦さんにも御協力

いただいておりますが、特に高齢者においては、筋トレ体操、地

域で健康づくりを進めていただくという取組も大きく進んでおり

ます。 

また、アピールということでは生活習慣などをチェックしてそ

の見直しを支援するという元気まる測定という健康測定をやって

いますが、今リニューアルに着手しておりまして、新年度は新し

い取組でスタートします。 

今の元気まるを始めて２０年、大きなリニューアルになるよう

進めてきましたので、皆様にも積極的に興味を持って参加をして

いただけるのではないかということは考えております。 

三浦委員 ありがとうございます。また市民として協力できることがあれ

ば積極的にしていきたいと思います。 

会長 ありがとうございました。ほかはいかがですか。 

宮本委員 資料１－１で、納付金の概要のところで、医療費水準が大きく

なると納付金が多くなってきますね。尾張旭市というのは、医療

費水準は、ほかの市町村と比べてどうなのでしょうか。これは医

療の質なのでしょうか。それとも簡単にすぐに医者に行ってしま

うとか、どうして医療費水準が上下するのか、その辺はどうなの

でしょうか。 
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国保庶務係長 医療費水準というのは、医療費を使っている割合になります。

全国指数を１としまして、愛知県は、豊根村だけ１を超えている

のですけれども、あとは低くなっていまして、尾張旭市は県内で

４０位、全国平均を１としまして、０．８６ぐらいでございます。 

宮本委員 では、皆さんが頑張って医療費を抑えるため、健康に留意して

いるということでしょうか。 

国保庶務係長 尾張旭市は医療費が高いというイメージがあったのですが、最

近はだいぶ下がってきまして、県平均よりも少ない状況になって

きています。皆様が健康に留意してくださって、健康づくりに取

り組んでいただいているおかげかな、と思っております。 

宮本委員 それから、先ほど三浦委員からありましたけれども、健康増進

のために、メタボになって本人が努力をしないで医療にかかると

いうのではなく、健康に生活して医療費がかからない方に切り替

えていきたいと、それを願っております。どうもありがとうござ

いました。 

会長 ありがとうございました。ほかになければ次の議題に入りたい

と思います。 

それでは、議題⑵「子ども（未就学児）に係る国民健康保険税

被保険者均等割額の減額措置について（諮問）」、これを議題とい

たします。事務局から説明をお願いします。 

国保庶務係長 ＊＊ 事務局説明 ＊＊ 

会長 ただいまの説明に対して、御意見、御質問等はございませんか。 

確認ですが、これは今年の４月からということで、単年度とい

うことではなく、今後このようにしていくという理解でよろしい

ですか。 

国保庶務係長 来年の４月からずっと未就学の方は均等割が半額でよいという

ことになります。 

会長 ありがとうございました。ほかにはよろしいですか。 

「子ども（未就学児）に係る国民健康保険税被保険者均等割額

の減額措置について（諮問）」は、諮問事項であり、市長に答申す

ることとなっております。 

協議会の答申として、諮問どおり認めることについて、賛成の

方は挙手をお願いいたします。 

 【挙手確認】 

ありがとうございます。 

挙手全員でありますので、諮問のとおり認めることといたしま



7 
 

す。 

市長への答申書につきましては、「諮問内容を適当と認める」と

いう形で作成したいと思います。 

それでは、答申書の案を配布いたしますので、しばらくお待ち

ください。 

 （答申書案 配布） 

会長 ただいま、事務局から答申書の案をお配りいたしました。「答申

書 令和３年１２月８日付け３保第６３６号の諮問については、

諮問内容を適当と認めます。」こういう中身でございます。 

この答申書を市長に提出いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

それでは、次の議事に入ります。 

議題⑶「その他」について、事務局から説明をお願いします。 

保険医療課長 事務局からは、最後、次回の会議の予定を申し上げさせていた

だきます。 

本日、お手元に開催通知を御用意させていただいております。

第３回の会議は令和４年１月２６日水曜日、時間は午後２時から

ということでお願いしたいと思っております。会場につきまして

は、場所が異なりまして、市役所ではなく、駅の北側の保健福祉

センターになります。そちらの４階シアタールームで行いますの

でよろしくお願いします。場所が市役所ではないことで駐車場が

少ない状況でございますので、場合によっては市役所にお停めい

ただきまして、少し御移動をお願いしたいということになります

ので、お時間がそういった部分ではかかるものですから、なるべ

く、皆様にはいつもより早めのお越しをお願いしたいと思ってお

ります。 

その際の会議の議題といたしましては、令和４年度国民健康保

険の事業費納付金の本算定の結果、本日は仮算定の状況というこ

とで御説明をさせていただきましたが、本算定が１月２０日に県

から示されてまいりますので、その本算定結果に基づきました数

字を固めたものを改めまして御報告と、その内容を反映いたしま

した国民健康保険税の税率等の改定を諮問させていただきたいと

思っております。 

また、その他としましては、国民健康保険税の課税限度額の改

定もございます。現在合計で９９万円という課税限度額が、１０

２万円になるという厚生労働省の方針が示されております。課税

限度額の改定についての諮問をさせていただきたいと思っており
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ます。１月２６日水曜日でございますが、場所が異なりますので、

皆様お気をつけいただきましてお越しくださいますようよろしく

お願いいたします。 

会長 ありがとうございました。ただいまの説明に対して、御質問は

ございませんか。年明け１月２６日の水曜日午後２時から、場所

がここではなくて市の保健福祉センターということですのでお間

違いないようお願いいたします。 

本日の議題は以上になりますが、それ以外に委員の皆様で、何

か御意見、御質問等がある方はいらっしゃいませんか。 

  ＊＊ 意見、質疑応答 なし＊＊  

会長 本日の日程は、以上で全て終了しました。 

長時間にわたり御協議をいただき、ありがとうございました。 

これをもちまして、令和３年度第２回尾張旭市国民健康保険運

営協議会を終了いたします。 

                          午後２時４０分閉会 
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